
 

 

第６４回全国総会・文書発言用紙 
 

 ※字数の制限はありません。ただし、当日発言は3分。 

※発言資料についてもあわせて添付ください。 
 

＜組織名・発言者名＞ 
 奈良県社保協 

 中嶋潤二 

 

 

＜テーマ＞ 

 奈良県知事による地域別診療報酬の活用発言について（仮） 

 

 

 

＜内 容＞ 

 新型コロナウイルス感染拡大は、大阪の隣である奈良県にも広がり、そのことで多く

の医療機関・介護事業所の経営難が続いています。奈良県では6月に国などに対して支援

を訴える基礎資料として活用することを目的に県内の病院、診療所など医療機関に対し

経営調査を行いました。その後7月19日の全国知事会において、荒井知事が地域別診療報

酬の活用し、診療単価の引き上げを提案しました。 

 奈良民医連はこの荒井知事の表明に対して21日付で奈良県知事あてに緊急要望書を提

出しました。また、奈良県医師会にもこのような要請を奈良県仁多敷いて行ったことを

報告したところ、医師会としても反対との意見でした。7月2日に発足した「奈良県の地

域医療を守る会」は7月30日に第1回の幹事会を行い、その中で、公的病院統廃合問題で

指摘されている奈良県内の5病院だけでなく、今は新型コロナウイルスとの戦いの中で、

このウイルスに対応している医療機関だけでなく、すべての病院、診療所、開業医、歯

科、介護事業所で経営難となっており、すべての医療機関を国が補償すべき、という意

見があり、守る会として緊急声明を提出することを確認しました。内容としては1つ目に

まず大前提として国に前年実績比の減収分を速やかに補填するよう働きかけること、2

つ目に補填の方法として地域別診療報酬の活用は大反対、患者が減って収入が減少し経

営難になってるなかでさらに患者負担引き上げたらますます患者は減る、地域別診療報

酬に対してはすでに2018年に医療団体、医師会、保険医協会も反対を表明している。3

つ目にPCR検査体制の拡充、をあげています。今後声明を出しながら医師会含め医療関係

団体との懇談、奈良県、また各市町村自治会との交渉を行う予定です。 

 

 

 

 

 






